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はじめに 

 
  
オフィス・ビジネス用サービスロボットは、掃除ロボット、警備ロボット、多目的ロボットと
いうように、まだ、実証実験、テスト導入段階のものが多いが、しだいに、その導入メリット
が認識されつつあり、導入需要は今後、拡大加速してゆくものと考えられる。 

 
オフィス・ビジネス用サービスロボットとして、具体的な導入例としては、ショッピングセン
ター、ビル、空港、病院などの例が挙げられる。六本木ヒルズの掃除ロボットなど、ビル街で
もお眼にかかるケースが増えつつある。 
 
富士重工業の清掃ロボットシステム「RFS1」は、晴海トリトンスクエアに７台、六本木ヒル

ズ３台、中部国際空港（国際線側）４台などというように導入されている。晴海トリトンスク
エアでは、担当者１人で７台のロボットを扱う。ロボットは各階を自走して清掃するが、ロボ
ット自らエレベーターを呼び出し、指定されたフロアまで行って、掃除を繰り返す。ロボット
の稼動時間はたとえば、午後 11時から午前３時頃までで、自動で格納庫へ戻り、充電が始まる
という。中部国際空港の場合、掃除ロボットが一晩に掃除するカーペットは、４台合わせて１
万平方メートル。普通の掃除機だと、５人で８時間かかる広さという。夜間に掃除できるので、

労務費削減に大きな効果を発揮している。 
 
経済産業省は掃除ロボットを 6台導入するとともに、地方自治体への採用を呼びかけている。
このため、今後、地方自治体関係で、導入が進展する可能性が出てきた。 
 
さて、ロボットをロボット単体として、販売し利益を上げてゆく、というビジネスモデルは、

それほどうまみのあるものではない。これからのビジネス着眼を考えた場合、ロボットを含め
たトータルソリューションというべき、総合的なプランニング、企画提案が重要である。たと
えば、マンション業者と提携し、ロボットを最初から備え付けたマンションの販売ができれば
マンションの差別化、付加価値化につながる。またマネキンロボットであれば、マネキンロボ
ットがあるショーウインドウ、高級衣料品店ということになり、店舗のデザインを含めた総合
的な提案(→空間デザイン)となり、金額的にも大型案件となる。このように、知恵を働かせる

ことにより、顧客企業と共に発展していく WIN-WIN の関係の構図は、ロボットビジネスでも広
がる可能性を見せている。 
 
最近、テレビのＣＭで見られるロボット冷蔵庫は、アサヒビールが、発泡酒「本生」シリーズ
の販売促進キャンペーンで、缶入り発泡酒などを注いでくれるロボット型冷蔵庫「本生ロボッ
庫」を 5000 人にプレゼントするというものだ。映像を見ると思わず欲しくなってしまうほど、

惹きつけられるものがあるが、ロボットが好感を持たれて普及していくことになり、ロボット
市場全体にとっては、こうした試みはロボットへの関心を高まらせ、市場促進要因になると考
えられる。 
当調査では、オフィス・ビジネス用ロボットの最新市場動向を調査し市場予測をするとともに、
需要家へのアンケートを実施することで、今後のあるべきロボットビジネスの戦略展望をまと
めたものである。当調査報告書が、貴社の事業戦略の一助となれば幸いである。 
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                【調査概要】 
1.調査テーマ 

   
オフィス・ビジネス用サービスロボットの開発製品化動向と最新市場動向に関する調査  

- サービスロボットの可能性と市場開発に関する調査 - 
 【調査報告書】 

 

2.調査ポイント 

携帯電話

1990 1995 2000 2005 2010 2015

市場性

インターネット

立ち上がり期 ⇒ 本格普及期 ⇒ 発展 ⇒

ＩＰｖ４の時代 ⇒ ＩＰｖ６の時代へ
ＰＣの時代 ⇒ 非ＰＣの時代へ（ネット家電など）
ユビキタスネットワーク、ユビキタスコンピューティングの時代へ

２０１５年へ向けたビジネストレンド

市場成長曲線

※現在はかつてのパソコン、携帯電話の

黎明期と同じである

ロボットもネットワーク化へ向かう
= ネットワークロボット

ロボット市場

ビジネス / 家庭

ロボット市場

ビジネス / 家庭

ロボット導入の波及効果を考えたビジネス提案

ロボットの生み出す付加価値

ロボット付マンション
ロボットとショップ空間全体のデザインなど

ロボット単独

ビジネス規模が拡大
顧客満足度が拡大

 

2006年 2011年 2016年

5年後のイメージ市場規模

消極派

積極派

lロボットを専門に扱う店が沢山ある
lニュースなどのＴＶ番組にアシスタントとして登場
lロボットを利用するマンションが販売されている
lTVCMでロボットの商品が頻繁に紹介される
l公共施設や大手百貨店などにも導入されている
lあるメーカーのロボットが爆発的ヒットを生み出し
一種の産業革命的な展開になる
l10年後は家庭でもロボットがほとんどいるようになる
l受付係や運搬係などでかなり身近になっている
l大手企業のオフィスでは、ロボットが受付をしたり、
お茶のサービスをしている
l老人介護の助けをロボットがしている
l１家に一台ロボットがいる
lキティちゃんのようなぬいぐるみのように
やわらかい皮膚で覆われたロボができる
lいたる所にロボットがいて、珍しくなくなる
l家庭での留守番ならびに掃除をロボットが行い、
不審者の情報を家主および警察に知らせることができる
l家庭で人間の補助作業をし、さらに個性化している

l子供の登下校時に監視ロボットが見守る
lロボットのいる企業は普通になる
l大手企業、駅、病院などに案内、
清掃、運搬ロボが普通にいる
l警備・清掃等で見かける機会も増えている
l介護の場で役立ち、家庭や病院などで活躍
l会社での活躍が一般化

lまだまだ安心、安全なロボットは開発されていない
lコミュニケーション的部分はまだまだ苦手
lお掃除や監視といった部分的な機能を実現している
l運搬など一部単純作業にとどまる
l未だ開発途上で実用に耐えるものはあまりない

l現在より少し進んだ程度
lまだまだ開発途上
l今の状況と変わらず開発競争が行われている
l一般の大手企業のオフィスに試験的に導入
lまだまだロボットは一般化していない
lまだまだ安心、安全なロボットは
開発されていない

10年後のイメージ
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